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1

ジェイムズ・ボールドウィン基礎研究
―伝記 3

辻　　　秀　雄

本プロジェクトは，アフリカ系アメリカ人作家ジェイムズ・ボールドウ

ィン（James Baldwin）を主題としたモノグラフ執筆を準備する基礎研究で

ある。同書は，作家の紹介ののち，続く各章で長編を一本ずつ論じていく

構成をとる。その作家紹介部にあたる伝記研究を成すのが本稿である。

伝記 3は公民権運動時代を扱う。ボールドウィンが公の顔として，一

躍名を馳せる時期となる。公的活動と創作の均衡をどう保つかという問題

は，あとに来る「南仏時代」へと連続する課題となる。

公民権運動時代（1957–1969年）

伝記2の後半でみたボールドウィンの1957年発表のエッセイ，“Princes 

and Powers”はマーク・トウェイン（Mark Twain）の小説，The Prince and 

the Pauper（1881）のその題をもじったものであろうが，ネグリチュード

運動のリーダーすなわち王子たちと，その権力すなわちリーダーシップに

ついてのエッセイという意図がこめられていると解釈できる。その意味で

は，社会運動のリーダーシップ論でもあったわけだ。そしてボールドウィ

ンは，アフリカ系アメリカ人たちの権利獲得闘争である公民権運動の，指
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23-09-141　本文.indd   123-09-141　本文.indd   1 2023/09/12   10:48:212023/09/12   10:48:21



ジェイムズ・ボールドウィン基礎研究 32

導者とは言わないまでも「最も人目に付くスポークスマン」として，運動

の矢面に立っていくことになる（Pavlić 23）。

ボールドウィンの 1957年の帰国に先立って，アメリカ国内の社会変革

はすでに激化していた。アフリカ系アメリカ人の権利保障が打ち出される

と，それに対する反動が巻き起こるのである。事実，公共教育における人

種隔離を違憲とした最高裁判所の判断，ブラウン対教育委員会判決に反対

する白人至上主義者たちは 1954年 7月 11日にミシシッピ州インディア

ノーラ（Indianola, Mississippi）で集会を開き，白人市民会議（the White Citi-

zens’ Council）を結成した（Gates, Life 325–26）。こうした改革と反動の応酬

には，教育現場での具体的事件が多く含まれていた。たとえば，ブラウン

判決の 2年後，1956年 2月にアフリカ系アメリカ人女子学生オーザリン・

ルーシー（Autherine Lucy）がアラバマ大学（University of Alabama）へ登校を

始めるも，すぐに暴動が発生し，彼女は放校処分にあってしまう（Leem-

ing 116）。伝記 2 の終盤でみたウィリアム・フォークナー（William 

Faulkner）の発言は，このアラバマ大学での騒ぎを念頭に置いたものであ

るが，白人側の暴力的な抵抗には目を見張るものがあった。

人種差別暴力の典型的な形であるリンチの最も凄惨な例もまた，この時

期に起きている。エメット・ティル（Emmett Till）事件である（Leem-

ing 116）。1955年 8月，シカゴ（Chicago）に住む 14歳のエメット・ティ

ルがミシシッピ州のマネー（Money, Mississippi）という小さな町に親戚を訪

ねた。南部社会の習慣に疎かったのか，彼と住人の白人女性との間で何ら

かの出来事があった。ほんの些細なことだったのかもしれないが，それは

南部社会におけるタブーであり，その白人女性の夫ともう一人の男性に連

れ去られたティルは，数日後に遺体となって発見される。当時の南部にお

ける同種の事件と同様，二人の白人男性には無実の判決が下された。しか

も二人は裁判後，ティルに行った所業を雑誌に売り渡したのである。ティ

ルの母親はこの事件を世に知らしめるために棺の蓋を開けて葬儀を行い，

めちゃくちゃに殴打されたティルの遺体の写真が雑誌に掲載されたことで，

南部社会の異常さがアメリカ全土に広まった（Gates, Life 327–28）。この事

件に衝撃を受けたボールドウィンは，のちに戯曲，Blues for Mister Char-

lie（1964）を執筆する。

エメット・ティルの場合のような市井のアフリカ系アメリカ人を対象に

したリンチ事件だけではなく，公民権運動に携わる著名人たちを標的とし

た暴力もまた，勢いを増した。1955年 12月のローザ・パークス（Rosa 

Parks）の逮捕をきっかけに始まったアラバマ州モンゴメリー（Montgomery, 

Alabama）のバスボイコット運動では，マーチン・ルーサー・キング・ジ

ュニア（Martin Luther King, Jr.）牧師が指導者として頭角を現し，公民権運

動を指揮していく。しかし，直後の 56年 1月，そのキングの家が爆破さ

れる（Leeming 116）。それでもキングらは教会関係者を中心に公民権運動

の組織化を試み，それは 1957年 1月の南部キリスト教指導者会議（South-

ern Christian Leadership Conference; SCLC）の設立につながるのであるが，そ

の過程で，会議関係者の自宅や教会が度々爆破された。キング主導の非暴

力不服従を旨とする運動を迎えたのは，一層過激化する暴力だったのであ

る。

1957年 7月に帰国したボールドウィンは，しばしのニューヨーク市
（New York City）滞在ののち，南部へと旅立つ。Partisan Reviewおよび

Harper’s Magazineからの援助を受けた取材旅行である。その成果が，と

もにエッセイ集，Nobody Knows My Name（1961）に収められることとなる，

“A Fly in Buttermilk”（Harper’s Magazine掲載時の題は“The Hard Kind of Cour-

age”（1958）） と“A Letter from the South: Nobody Knows My Name”
（1959）である。“A Fly in Buttermilk”の冒頭，「常に南部に恐怖を抱いて

きた」と告白するボールドウィンだが（Collected Essays 187），本エッセイ

以降，公民権運動時代の回想を含む自伝的エッセイ集 No Name in the 

Street （1972）そして南部を主要舞台の一つとする最後の長編小説 Just 

Above My Head（1979）にいたるまで，南部を語る彼の文章には常に不安

や恐怖がにじみ出ている。その背景には，エメット・ティル事件や，公民
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権運動指導者が直面してきた度を越した妨害といった南部社会の異常な人

種差別暴力があることは確かだ。実際，ボールドウィンが親交を持ったメ

ドガー・エヴァーズ（Medgar Evers），マルコム X（Malcolm X），キングは

次々に暗殺されていくこととなる。エヴァーズは 1963年 6月 12日，マ

ルコム Xは 1965年 2月 21日，キングは 1968年 4月 4日のことである。

この三人に対するボールドウィンの想いは特に深く，No Name in the 

Street所収の“To Be Baptized”や未完の Remember This House―ラウ

ル・ペック（Raoul Peck）監督によるドキュメンタリ映画 I Am Not Your 

Negro（2016）の原作―において三人の死が悼まれている。ボールドウ

ィン自身，いつ自分も凶弾に倒れることがあってもおかしくないという思

いにとりつかれたとして，不思議はない。

ボールドウィンは，旅の準備として，南部事情に詳しいケネス・クラー

ク（Kenneth Clark）から情報をえ，またワシントン DC（Washington D.C.）に

てスターリン・ブラウン（Sterling Brown）からアドバイスをえた。9月，

ニューヨークを出発したボールドウィンが訪問したのは，ワシントン DC

に続き，ノースカロライナ州シャーロット（Charlotte, North Carolina），ジョ

ージア州アトランタ（Atlanta, Georgia），アラバマ州バーミンガム（Birming-

ham, Alabama），アーカンソー州リトルロック（Little Rock, Arkansas），アラ

バマ州タスキーギー（Tuskegee, Alabama），モンゴメリー，テネシー州ナッ

シュヴィル（Nashville, Tennessee）などであった。シャーロット，リトルロ

ックではブラウン判決後の公立学校での人種統合とそれがもたらした騒動

に巻き込まれたアフリカ系アメリカ人の生徒たちを訪ねてインタビューを

し，その他の諸都市ではマーチン・ルーサー・キング・ジュニア，キング

夫人コレッタ（Coretta）ほか公民権運動の指導者たちと面会を果たしてい

る（Leeming 138–47）。

このようにして公民権運動の渦中に身を置くようになったボールドウィ

ンだが，1960年 5月の二度目の南部旅行において，運動に正式に関わっ

ていくようになる。その背景として，ボールドウィンが度々大学などでの

講演依頼を受けるようになっていたことを押さえておく必要がある。たと

えば 1959年 6月には，タミメント・インスティチュート（Tamiment Insti-

tute）で“Mass Culture and the Creative Artist”と題された講演を行って

いる。同講演で，ボールドウィンは，真実を見定めることをしようとしな

いアメリカ社会に警鐘を鳴らしつつ，芸術家は「神話を取り除き，歴史を

提示する」すなわち真実を語るべき存在であることを説いた（Leeming 

163; 同講演は The Cross of Redemptionに収められている）。夏にパリ（Paris）

に戻り，かつ秋にはストックホルム（Stockholm）に映画監督のイングマー

ル・ベルイマン（Ingmar Bergman）を訪ねたボールドウィンは，1960年初

頭にまたアメリカに帰ってくる 1）。同年には，ミシガン（Michigan）州の

カラマズー大学（Kalamazoo College）に招かれ，のちにエッセイ“In 

Search of a Majority”（Nobody Knows My Name所収）となる講演を行ってい

る（Leeming 172）2）。カラマズーのように白人学生の比率が圧倒的に高い大

学だけではなく，アフリカ系アメリカ人系の大学でも講演を行っている。

1960年 5月に再訪した南部では，フロリダ州タラハシー（Tallahassee, Flor-

ida）を訪ね，同地のフロリダ A&M大学（Florida Agricultural and Mechanical 

University）で討論会に参加するとともに，シットイン運動やデモ集会など

の学生運動について取材を行っている。このタラハシー訪問はエッセイ，

“They Can’t Turn Back”につづられているが，知り合ったある学生との

やりとりを通じて，若者の成長には尊敬できる年長者の存在が必要である

と書かれている（Collected Essays 631）。また，タラハシー所在の白人大学

のフロリダ州立大（Florida State University）と A&M大の連合人種平等会議
（the Congress of Racial Equality; CORE）集会に関与することとなった。後日

ボールドウィンは COREに加入するとともに，学生非暴力調整委員会
（Student Nonviolent Coordinating Committee; SNCC）のメンバーにもなる（Leem-

ing 174–75）。こうした機会を振り返り，ボールドウィンは自分が「正式に

公民権運動に関わることになった時点」と定めている。「南部の学生た

ち」が「自分をつかみとった」と表現するボールドウィンが，若い世代の
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育成に深い関心を寄せていたことを物語る（Eckman 154–55）。事実ボール

ドウィンは，1970年代および 80年代，公的な活動から距離を置いたの

ちも，大学で講義を持ち，若者世代との交流は続けている。

アカデミックな場だけではなく，ラジオやテレビというマスコミ媒体へ

の出演も増え，ボールドウィンの露出は一層高まっていく（Campbell 

144–45）。たとえば彼は，1961年 1月，ラングストン・ヒューズ（Langston 

Hughes），ロレイン・ハンズベリー（Lorraine Hansberry），アルフレッド・ケ

イジン（Alfred Kazin），エミール・カポーヤ（Emile Capouya），ナット・ヘ

ントフ（Nat Hentoff）らとラジオシンポジウム，“The Negro in American 

Culture”に参加している（Leeming 159）3）。また，1961年 4月には，マル

コム Xとテレビ討論に続きラジオ対談を行っている（Buccola 134–41）。同

年 7月に出版された第二エッセイ集 Nobody Knows My Nameが好評を博

したこともあり，ボールドウィンの知名度はうなぎ登りの様相を呈した
（Leeming 186–87）。

ボールドウィン自身がそうなったことで，ほかの著名な文化人との交流

も増していく。ポール・マーシャル（Paule Marshall），ニーナ・シモン
（Nina Simone），ローザ・ガイ（Rosa Guy），マヤ・アンジェロウ（Maya An-

gelou），マックス・ローチ（Max Roach），アビー・リンカーン（Abbey Lin-

coln），ニッキ・ジョヴァンニ（Nikki Giovanni）といったアフリカ系アメリ

カ人の作家，音楽家，エンタテイナーらである（Leeming 160）。一方で，

白人の作家たちとの親交も広がりをみせた。しばしば滞在した一種の芸術

家村であるマクダウェル・コロニー（MacDowell Colony）で，1960年には

ケイ・ボイル（Kay Boyle）と知り合い（Leeming 173），1960年の夏に滞在

したパリではジェイムズ・ジョーンズ（James Jones）夫妻やウィリアム・

スタイロン（William Styron）夫妻と多くの時間を過ごした（Leeming 178）。

同年秋には西海岸に講演旅行に出かけ，ジョン・チーヴァー（John Cheev-

er）とフィリップ・ロス（Philip Ross）とともに Esquire誌後援の連続講演

会をスタンフォード大（Stanford University），カリフォルニア大学バークレ

ー校（University of California, Berkeley），サンフランシスコ州立大学（San 

Francisco State University）でこなしている（179）。彼の地では，写真家セオ

ドア・ペラトウスキー（Theodore Pelatowski）との再会も果たす（Leem-

ing 179）。

以上のように頻繁に移動をし，広範な交友関係を持ちながら執筆を続け

ることは容易でない。1956年には本格的に取り組み始めていた第三長編

Another Country執筆のために，1959年に二年間 12000ドルの補助金を

フォード財団（Ford Foundation）から受けるのであるが，結局同小説を脱稿

するのは 1961年暮れ，しかも場所はイスタンブール（Istanbul）でのこと

であった（Leeming 157, 195–96）。Another Countryを執筆していた当時，ボ

ールドウィンは常に旅に出ているという風情であった。1957年，マンハ

ッタン（Manhattan）のホレイショー・ストリート（Horatio Street）にアパー

トを借り（Leeming 148），そこで創作に没頭することもあったが，取り巻

きに囲まれて執筆に集中することが困難になると，方々へと出かけていく

のだ。マクダウェル・コロニーはそうした避難所の典型例であったが，ア

メリカの「解毒剤」として足繫く通ったパリでも執筆を続けた（Leem-

ing 178）。また，1961年 2月からはコネティカット州の田舎，ロクスベリ

ー（Roxbury, Connecticut）に住むスタイロン夫妻の家に間借りをし，時々の

出張を重ねながらも同年 7月まで滞在を続けた（Leeming 184–85; Buccola 

120–21）。その後，二回にわたるシカゴ出張（Leeming 184–88），The New 

Yorkerにエッセイ原稿を依頼されたイスラエル（Israel）訪問を経て，An-

other Country執筆に集中するためにトルコ（Turkey）へ向かうことを決意

する。1961年，10月のことであった（Leeming 190–93）。

トルコはイスタンブールへとボールドウィンを招き寄せたのは，トルコ

人俳優エンジン・セザー（Engin Cezzar）の存在だ。ボールドウィンの活動

は，創作，エッセイ執筆，公民権運動への関与，著名人としての講演やメ

ディアへの登場と多角化していたのだが，人生の早い段階から持ち続けて

いた演劇への関心も消えることはなかった。セザーとの出会いは 1957年
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の秋，南部への取材旅行からニューヨークへ帰ってきたときのことだ。前

年 56年に出版された Giovanni’s Roomの舞台化の話がアクターズ・スタ

ジオ（Actor’s Studio）で持ち上がり，ジョヴァンニ候補の俳優が彼だった

のである。二人はすぐに意気投合し，ボールドウィンは舞台化の脚本づく

りに携わることになる（Leeming 148）。この経験から，ボールドウィンは

さらに演劇界とのつながりを築く。エリア・カザン（Elia Kazan）のアシス

タントを務める話が舞い込み，アーチボルド・マクリーシュ（Archibald 

MacLeish）の J.B.そしてテネシー・ウィリアムズ（Tennessee Williams）の

Sweet Bird of Youthの上演に携わることになった（Leeming 151）。こうした

機会を通じて，ボールドウィンはアフリカ系アメリカ人俳優のシドニー・

ポワチエ（Sidney Poitier）と知り合った（Leeming 155）。また，ファーン・

マージャ・エックマン（Fern Marja Eckman）は，ボールドウィンが演劇界

に身を置いたことは，Another Countryに登場する俳優，エリック（Eric）

の造形に影響を与えたと指摘する（150）。そのような意味で，セザーとの

出会いを含むニューヨークの演劇シーンへの接近と Another Countryの創

作には，浅からぬ関係が見出せる。

ボールドウィンの公的露出は，1962年に一層高まり，63年にピークを

迎える。1962年の 4月には，キャサリン・アン・ポーター（Katherine 

Anne Porter）らとともに，ノーベル賞受賞者たちを祝すホワイト・ハウス

のディナーへと招かれた。その際，その後何度か面会することになるロバ

ート・ケネディ（Robert Kennedy）とも会っている（Leeming 197–98）。6月

に出版された第三長編小説 Another Countryはベストセラーになり，63

年 1月に出版された第三エッセイ集 The Fire Next Timeと本小説は，最も

「売れた」ボールドウィンの出版物となった（Leeming 205）。The Fire Next 

Timeの出版後には，ボールドウィンのテレビ出演がさらに増える（Leem-

ing 219）。

同年後半以降は，作家としてよりもむしろ公民権運動家としてのボール

ドウィンの活躍が目立つ。妹グロリア（Gloria）との初のアフリカ（Afri-

ca）旅行，そして二度目のトルコ滞在を経て帰国したアメリカは，ジェイ

ムズ・メレディス（James Meredith）のミシシッピ大学（University of Missis-

sippi）入学騒動で揺れていた（Leeming 216）。こうした背景のもと，63年

年初からボールドウィンは COREのために南部への講演旅行へと出かけ

るのである。ミシシッピ州を訪れたボールドウィンは，メレディスや

NAACPのミシシッピ支部役員を務めていたメドガー・エヴァーズと出会

っている（Leeming 217）。ミシシッピ以降，ボールドウィンはニューオー

リンズ（New Orleans），ノースカロライナ州ダラム（Durham, North Carolina）

やグリーンズボロ（Greensboro）といった南部各地を巡りながら講演を行

っていくが，この旅は同行取材が行われ Life誌に記事が掲載されるほど

の注目を浴びた（Leeming 218）。さらに，4月には，ボールドウィンが雑誌

に発表していたエッセイを称えて George Polk Memorial Awardが授与さ

れる（Eckman 179）。のみならず，Time誌 5月 17日号ではボールドウィン

の特集記事が組まれて彼の肖像画が表紙を飾り，公民権運動のスポークス

マンとしての彼は一躍時の人となったのである（Leeming 221）。

この間もボールドウィンは戯曲 Blues for Mister Charlie執筆のための

トルコ滞在（Leeming 219），COREの講演のための西海岸各都市巡業
（Leeming 220–21）4）と移動を繰り返しているのであるが，1963年春には，

アラバマ州バーミンガムで，キング率いる公民権運動，および警察署長ブ

ル・コナー（“Bull” Connor）らによるその弾圧が激化していた。かたやケ

ネディ政権が公民権運動に十分に介入していないことに業を煮やしたボー

ルドウィンは，5月 12日，滞在中のロサンジェルス（Los Angeles）より当

時の司法長官，ロバート・ケネディに政府の不作為を非難する電報を送っ

ている 5）。5月下旬，東海岸に戻ったボールドウィンは，何の前触れもな

くロバート・ケネディよりヴァージニア（Virginia）の私邸に招かれ，翌日

の 5月 24日にアフリカ系アメリカ人市民に影響力を持つリーダーを集め，

ケネディのマンハッタンのアパートにて会合を持つ旨依頼を受ける（Leem-

ing 222–23）6）。
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ボールドウィンとロバート・ケネディとの面会がどこまで大勢に影響を

持ったのかは明らかでないが，1963年夏は公民権運動が一つの到達点を

示している。6月 11日にケネディ大統領は公民権運動への関与を表明し，

後日議会に公民権法案が提出され，さらには 8月 28日にワシントン大行

進が実現した（Leeming 226; Eckman 197）。キング牧師がいわゆる“I Have 

a Dream”演説を高らかに謳い上げる。しかし，こうした盛り上がりに対

する反動は苛烈化し，9月 15日の日曜日にはバーミンガムのアフリカ系

アメリカ人の教会が爆破され，少女 4人が殺害されてしまう。

こうした情勢のなか，以降もボールドウィンは公民権運動に関与してい

くのだが，それはあくまでもスポークスマンとしてであって，運動の先導

者という役割ではなかった（Leeming 226）。事実，ボールドウィンもワシ

ントン大行進に参加したものの，その際にはスポークスマンとしての役割

すら，与えられることはなかった。キャンベルによれば，キングも，ボー

ルドウィンの公民権運動における役割が限定的なものであると認識してい

た。キングは，自身が主導する運動をボールドウィンが「あまりわかって

いない」と発言している（Campbell 175）。公然のものとなっているボール

ドウィンの同性愛もまた，公民権運動における彼の立場に影を投げかけた。

キングのアドバイザーであったスタンリー・レヴィソン（Stanley Levison）

は，ボールドウィンは「公民権運動よりも同性愛運動を指導するほうが適

任だ」と発言したとされる。人々はしばしばボールドウィンを“Martin 

Luther Queen”と呼んで嘲笑したという（Vogel 83; Buccola 193）7）。

以上のように陰口をたたかれることはしばしばあったものの，公の場に

おけるセレブリティとなったボールドウィンは，他方，家族との絆を深め

てもいる。1963年 6月に彼はパリ時代からの恋人，友人であるルシアン・

ハッパースバーガー（Lucien Happersberger）とともにプエルトリコ（Puerto 

Rico）にむかい，同地で高校時代の友人，写真家のリチャード・アヴェド

ン（Richard Avedon）と協業して Nothing Personalと名付けられた文章付き

写真集の取材をしている。アヴェドンが島を去ったのち，彼の地の滞在を

気に入ったボールドウィンは，今度は家族を招待する。8月 2日に迎える

自身の誕生日祝いという名目であった。この頃までには弟のデヴィッド
（David）がボールドウィンの片腕として彼を様々に手助けしていたのだが，

プエルトリコでは，家族皆が，妹ポーラ（Paula）が言うところの，「素晴

らしい一週間」を過ごした。執筆中の戯曲，Blues for Mister Charlieの本

読みを家族でやりもした（Eckman 198–204; Leeming 227）。また，ボールド

ウィンは 1964年にマンハッタンのウェスト・エンド・アヴェニュー（West 

End Avenue）に大きなアパートを購入し，母親や妹のポーラを住まわせる

とともに，このオフィス兼住居の管理を依頼したルシアンや妹グロリアに，

ビジネス上のマネージメントをしてもらうことになっていく（Eckman 

203, 219）。こうしたボールドウィンと家族の関係の深まりは，彼の後期小

説群に描かれる家族関係に反映されていると考えられる。

こうしたなか，公民権運動を率いる先導者たちが少しずつ入れ替わって

いく。公民権運動の顔であったキングが説く白人との友愛の限界を指摘す

るマルコム Xがより注目を浴び，ボールドウィン自身も次世代の運動家，

あるいは文化人たちの攻撃の的となっていく（Campbell 182）。そうした例

の一人，リロイ・ジョーンズ（Leroi Jones）はブラック・ムスリムに入信し

てアミリ・バラカ（Amiri Baraka）へと改名することになるが，1963年に

発表したエッセイ“Brief Reflection on Two Hot Shots”において公然と

ボールドウィンを批判するにいたる（Campbell 190–91; Gates, “The Fire Last 

Time” 40）。1965年 2月にはマルコム Xが暗殺され，その後頭角を現した

若きリーダーが“black power”を唱える SNCCの議長，ストークリー・

カーマイケル（Stokely Carmichael）であった。さらなる象徴的な転換点は，

1966年 6月のジェイムズ・メレディス銃撃事件にあったと指摘される。

ミシシッピ州で単独マーチを行っていたメレディスが脚を撃たれたことで，

アフリカ系アメリカ人運動家たちの過激化が進む。同年には西海岸で好戦

的なブラック・パンサー党（Black Panther Party for Self-Defense）が結成され，

ヒューイ・P・ニュートン（Huey P. Newton），ボビー・シール（Bobby Seale），
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エルドリッジ・クリーヴァー（Eldridge Cleaver）といったパンサー党の指導

者たちにカーマイケルも合流していく（Campbell 217; Leeming 257）。

ボールドウィンは，こうした公民権運動の趨勢を理解して支援を惜しま

なかったが，執筆とのバランスを取りながら，少しずつ運動との距離が広

がっていった。バラカの場合のように，過激化が進む若いアフリカ系アメ

リカ人世代からの突き上げがその要因となったのも事実である。そうした

なか，ボールドウィンが関与した公民権運動の注目すべき事例としては，

ワシントン大行進の直前にパリで行われた一連のデモ行進や集会がある。

ボールドウィンはワシントン大行進にも参加しているのだが，その直前ま

でパリに滞在していた。彼の地在住のアメリカ人たちは母国の首都での大

規模な集会開催の予定を聞きつけ，その支援策を模索した。著名な作家兼

公民権運動のスポークスマンたるボールドウィンがパリにいることをかぎ

つけた彼らは彼を探し出し，この計画に担ぎ出したのである（Eckman 

207–11）。また，同年 10月にはセルマ（Selma, Alabama）での SNCC主導の

有権者登録活動に参加している（Leeming 228）。1965年 3月，同じくセル

マで幾度となく有権者登録デモ行進が試みられて暴力的な弾圧が繰り広げ

られていた。3月 7日日曜日の流血事件は特に凄惨を極めたが（Buccola 

308–09），3月 25日の行進にはボールドウィンも参加し，フォークシンガ

ーのジョーン・バエズ（Joan Baez）と手をとって歩く姿を映した写真が残

っている（Leeming 246）。

この時期のボールドウィンはより強い調子で白人側を非難していく。た

とえば，1965年 2月にケンブリッジ大学（Cambridge University）で開催さ

れた公開討論会では，相手の保守派の白人論客，ウィリアム・F・バック

リー・ジュニア（William F. Buckley, Jr.）を圧倒している（Leeming 244–45）8）。

さらにボールドウィンは，人種問題は黒人側の問題ではなく白人側の問題

であり，自身で築き上げた神話に囚われているのだと白人たちにむかって

言明していく（Leeming 246–47）。

そうした彼にとって，闘争的な若いアフリカ系アメリカ人たちの動向は，

完全に同調しないまでも，その動機は十分理解できるものであった。

1967年の秋にサンフランシスコでニュートン，クリーヴァーと対面して

いたボールドウィンは，シールとも知り合い，依頼があればパンサー党の

集会などにも参加して支援を行った。一方，そのパンサー党の有力者，ク

リーヴァーは，ボールドウィンと直接顔をあわせる前に，特に同性愛に矛

先を向けてボールドウィンを公然と非難していたのである（Leeming 

292–93）。クリーヴァーだけではなくリロイ・ジョーンズもまた，特にボ

ールドウィンの同性愛を揶揄する批判を繰り広げた 9）。若きアフリカ系ア

メリカ人作家の筆頭格であるイシュメール・リード（Ishmael Reed）はボー

ルドウィンのことを“a hustler who comes on like Job”と呼んだ（Camp-

bell 264）。ボールドウィンが若い世代に向けたあたたかい眼差しとは対照

的に，彼らにとってボールドウィンは，乗り越えるべき壁であり，また自

分たちの先鋭を際立たせるためのスケープゴートともなったのである。

公の活動に忙殺されながら，ボールドウィンは各国へ出かけ，そしてさ

らには執筆の時間を作っていく。1964年には Blues for Mister Charlieが

ブロードウェイ（Broadway）のアンタ劇場（ANTA Theater）で上演され，ボ

ールドウィンは準備段階からつきっきりでこのプロダクションに関わった
（Leeming 232, 238）。プライベートでは，一つの転機が訪れた。ルシアンと

の離縁である。事の発端は，1965年初頭，ルシアンが，知り合ったアフ

リカ系アメリカ人プロデューサーと映画会社の設立を計画しだしたことに

ある（Leeming 243–44）。自らも巻き込まれたこの計画に，なかなかはっき

りとした立場を取れなかったボールドウィンだが，財政状況の悪化を受け，

ついにルシアンを解雇するという一歩踏み込んだ対応をとることになった
（Leeming 251–52）。ルシアンとの距離を置いたことへの傷心が癒えないま

まに，ボールドウィンは 1965年の暮れに公民権運動から少し離れて執筆

に注力すべくイスタンブールへと向かい，第四長編となる Tell Me How 

Long the Train’s Been Gone （1968）と向き合った（Leeming 257, 273）。途中

帰国や旅行をはさみながら，このイスタンブール滞在は一年半ほどの長期

23-09-141　本文.indd   1223-09-141　本文.indd   12 2023/09/12   10:48:222023/09/12   10:48:22



ジェイムズ・ボールドウィン基礎研究 1312

エルドリッジ・クリーヴァー（Eldridge Cleaver）といったパンサー党の指導

者たちにカーマイケルも合流していく（Campbell 217; Leeming 257）。

ボールドウィンは，こうした公民権運動の趨勢を理解して支援を惜しま

なかったが，執筆とのバランスを取りながら，少しずつ運動との距離が広

がっていった。バラカの場合のように，過激化が進む若いアフリカ系アメ

リカ人世代からの突き上げがその要因となったのも事実である。そうした

なか，ボールドウィンが関与した公民権運動の注目すべき事例としては，

ワシントン大行進の直前にパリで行われた一連のデモ行進や集会がある。

ボールドウィンはワシントン大行進にも参加しているのだが，その直前ま

でパリに滞在していた。彼の地在住のアメリカ人たちは母国の首都での大

規模な集会開催の予定を聞きつけ，その支援策を模索した。著名な作家兼

公民権運動のスポークスマンたるボールドウィンがパリにいることをかぎ

つけた彼らは彼を探し出し，この計画に担ぎ出したのである（Eckman 

207–11）。また，同年 10月にはセルマ（Selma, Alabama）での SNCC主導の

有権者登録活動に参加している（Leeming 228）。1965年 3月，同じくセル

マで幾度となく有権者登録デモ行進が試みられて暴力的な弾圧が繰り広げ

られていた。3月 7日日曜日の流血事件は特に凄惨を極めたが（Buccola 

308–09），3月 25日の行進にはボールドウィンも参加し，フォークシンガ

ーのジョーン・バエズ（Joan Baez）と手をとって歩く姿を映した写真が残

っている（Leeming 246）。

この時期のボールドウィンはより強い調子で白人側を非難していく。た

とえば，1965年 2月にケンブリッジ大学（Cambridge University）で開催さ

れた公開討論会では，相手の保守派の白人論客，ウィリアム・F・バック

リー・ジュニア（William F. Buckley, Jr.）を圧倒している（Leeming 244–45）8）。

さらにボールドウィンは，人種問題は黒人側の問題ではなく白人側の問題

であり，自身で築き上げた神話に囚われているのだと白人たちにむかって

言明していく（Leeming 246–47）。

そうした彼にとって，闘争的な若いアフリカ系アメリカ人たちの動向は，

完全に同調しないまでも，その動機は十分理解できるものであった。

1967年の秋にサンフランシスコでニュートン，クリーヴァーと対面して

いたボールドウィンは，シールとも知り合い，依頼があればパンサー党の

集会などにも参加して支援を行った。一方，そのパンサー党の有力者，ク

リーヴァーは，ボールドウィンと直接顔をあわせる前に，特に同性愛に矛

先を向けてボールドウィンを公然と非難していたのである（Leeming 

292–93）。クリーヴァーだけではなくリロイ・ジョーンズもまた，特にボ

ールドウィンの同性愛を揶揄する批判を繰り広げた 9）。若きアフリカ系ア

メリカ人作家の筆頭格であるイシュメール・リード（Ishmael Reed）はボー

ルドウィンのことを“a hustler who comes on like Job”と呼んだ（Camp-

bell 264）。ボールドウィンが若い世代に向けたあたたかい眼差しとは対照

的に，彼らにとってボールドウィンは，乗り越えるべき壁であり，また自

分たちの先鋭を際立たせるためのスケープゴートともなったのである。

公の活動に忙殺されながら，ボールドウィンは各国へ出かけ，そしてさ

らには執筆の時間を作っていく。1964年には Blues for Mister Charlieが

ブロードウェイ（Broadway）のアンタ劇場（ANTA Theater）で上演され，ボ

ールドウィンは準備段階からつきっきりでこのプロダクションに関わった
（Leeming 232, 238）。プライベートでは，一つの転機が訪れた。ルシアンと

の離縁である。事の発端は，1965年初頭，ルシアンが，知り合ったアフ

リカ系アメリカ人プロデューサーと映画会社の設立を計画しだしたことに

ある（Leeming 243–44）。自らも巻き込まれたこの計画に，なかなかはっき

りとした立場を取れなかったボールドウィンだが，財政状況の悪化を受け，

ついにルシアンを解雇するという一歩踏み込んだ対応をとることになった
（Leeming 251–52）。ルシアンとの距離を置いたことへの傷心が癒えないま

まに，ボールドウィンは 1965年の暮れに公民権運動から少し離れて執筆

に注力すべくイスタンブールへと向かい，第四長編となる Tell Me How 

Long the Train’s Been Gone （1968）と向き合った（Leeming 257, 273）。途中

帰国や旅行をはさみながら，このイスタンブール滞在は一年半ほどの長期

23-09-141　本文.indd   1323-09-141　本文.indd   13 2023/09/12   10:48:222023/09/12   10:48:22



ジェイムズ・ボールドウィン基礎研究 1514

のものとなる（Leeming 277）。

1967年夏に帰国したのち，また新たなプロジェクトのために，ボール

ドウィンはカリフォルニア（California）に拠点を移す。アレックス・ヘイ

リー（Alex Haley）の The Autobiography of Malcolm X（1965）をもとに，

劇作の企画がボールドウィン，ヘイリー，エリア・カザンの間に持ち上が

っていた（Leeming 284）。断続的に書かれたこの戯曲は，1968年に方向転

換を迫られる。コロンビア映画（Columbia Pictures）が『自伝』の映画化の

権利を買い上げ，ボールドウィンはハリウッド映画の脚本担当へと横滑り

したのである（Leeming 288）。ボールドウィンは，One Day When I Was 

Lostと名付けたこの脚本の執筆を断続的に進めたが，結局映画会社との

折り合いがつかずにこの映画化の計画は頓挫。後日，ボールドウィンが手

掛けた脚本は One Day When I Was Lost: A Scenario Based on “The Auto-

biography of Malcolm X”として 1972年に出版されるものの，この時点

で彼は西海岸から引き上げる。1969年春のことだ（Leeming 299, 301）。

Notes

1） Nobody Knows My Name所収の“The Northern Protestant”参照のこと。
2） Leemingによる伝記や Library of American版エッセイ集の初出一覧
（857）等では，ボールドウィンのカラマズー大訪問は 1960年 2月とされ
ているものの，カラマズー大の関連ウェブサイトの近年の記事によると，
ボールドウィンの訪問は 60年 11月中旬だったとある（www.kzoo.edu//
news/building-baldwin/，inclusiveexcellence.kzoo.edu/19-james-baldwin/，
www.kzoo.edu//alumni/virtual-k-talk-critical-konversations/）。 同 大 の 学
生新聞 Indexにおいても，ボールドウィンのキャンパス訪問は同年 11月
16日号の第一面に告知されており，こちらの情報が正しいと考えられる
（“Novelist Baldwin Arrives on Campus for Week”）。

3） ヒューズはハーレム・ルネサンス期から活躍するアフリカ系アメリカ人詩
人。ハンズベリーは作家，劇作家。A Raisin in the Sun（1959）がアフリ
カ系アメリカ人女性の作品として初めてブロードウェイで上演された。ケ
イジンは著名な文芸評論家。カポーヤはボールドウィンの高校時代の友人。
ヘントフはジャズ評論家。

4） 西海岸滞在中に，ボールドウィンは Take This Hammerと題されたドキュ
メンタリ映像作品に関わった。サンフランシスコ（San Francisco）を歩き
感想を述べる，あるいは街の人々と会話を交わすボールドウィンの姿を収
めた作品である（Pavlić 23, 27–35）。

5） 電報の全文はエックマンに引用されている（180）。
6） ボールドウィンが集めた人々は以下を含む。歌手で俳優のハリー・ベラ

フォンテ（Harry Belafonte），同じく歌手で俳優のレナ・ホーン（Lena 
Horne），劇作家のロレイン・ハンズベリー，心理学者ケネス・クラー
ク，俳優のリップ・トーン（Rip Torn），シカゴ都市連盟（Chicago Urban 
League）のエドウィン・ベリー（Edwin Berry），キングの知人である弁護
士のクラレンス・ジョーンズ（Clarence Jones），フリーダムライダーのジ
ェローム・スミス（Jerome Smith）。5月 24日の会談はエックマンに詳細
が記されている（187–94）。

7） ワシントン大行進に参列はしているものの，ボールドウィンがスピーチ
等を任されることはなかった。ジョゼフ・ヴォーゲル（Joseph Vogel）は，
これを，ボールドウィンのセクシュアリティや「女性的な」立ち居振る舞
いに起因する，ボールドウィン評価の凋落の一つの徴候であるととらえる
（76）。そのほかの理由としては，ボールドウィンが原稿に則らないで予
期できない発言をすることが恐れられていた，あるいは，ボールドウィン
が「詩的な誇張」に走りがちであるといった周囲の懸念が指摘されている
（Buccola 205）。

8） このディベートについてはブコーラ（Buccola）が詳しい。ディベートが
実施されることになった経緯については 6章を参照のこと（特に p. 231–）。
同書には，ディベートのトランスクリプションも収録されている。ま
た，二人はもう一度テレビ番組の Open Endで議論をしている（Buccola 
328–35）。

9） クリーヴァーやジョーンズは，公の場でボールドウィンを批判するも，後
年には内々に彼に支援や援助を求めてもいる（Pavlić 73, 168–69）。
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Tales of Times Now Past 
Konjaku Monogatari  

in Cross-Cultural Perspective

Charles De Wolf

Once out of nature I shall never take

My bodily form from any natural thing,

But such a form as Grecian goldsmiths make

Of hammered gold and gold enamelling

To keep a drowsy Emperor awake;

Or set upon a golden bough to sing

To lords and ladies of Byzantium

Of what is past, or passing, or to come.

William Butler Yeats, “Sailing to Byzantium”

“…enfin, quelque chose, quelque part, qui laisse des traces de ce qui 

se passe, de ce qui se dit, c’est vraiment le minimum, non…”

Samuel Beckett, Nouvelles et Textes pour Rien

[The purpose of this article, as the title is intended to suggest, is to consider a me-

dieval folktale collection, long well known in Japan, as it relates to a broad spec-

trum of folkloric tradition, East and West. Both shared characteristics and striking 

differences are seen in selections from stories within that extensive work.]
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